





















































































を作り出すために必要な能力である ( 文部科学省，2014; 森野，2012)。「情動表出」および「情動表出
の制御」は，情動を個体間現象として捉え，適応の視点からも，また対人関係の構築を検討していく
上でも不可欠な要素である。
















含んだ情動反応を制御することができるようになるとしている。また，Saarni, Campos, Camras, 
& Witherington (2006) も，情動制御に関連する概念として，「情動コンピテンス」という概念を提示
し，情動的なやりとりの中で情動を制御し，個人が望んだ結果を達成するためには，情動に関する
知識，情動を理解する能力，情動を表現する能力等を身につけることが重要であると述べている。


















おいて喚起した情動のレベル ( 強度・持続時間など ) を減少させる・増加させる・維持するというす




















ており（Gnepp & Hess, 1986），これらの動機・意図と社会性との関連についても多くの研究（Gnepp 
& Hess, 1986; 溝川，2007；澤田，1997）が行われてきた。






気との関連が報告され (Denham, McKinley, Couchoud, & Holt, 1990)，また，この時期には，幼児同
士で活動を共にする際に，自己制御をしながら他児と関わろうとする姿が見られるようになってく














































場や自分との関係性に応じて自己主張を控える ( 自己抑制をする ) という姿が見られ始めるという
こと，さらに年長児では，自己抑制できるのが当たり前になることで，自己抑制のエピソードが減り，
自己抑制の行動が明確化されなくなるということなどを明らかにしている ( 鈴木 , 2006)。
　日常の具体的な文脈において，子どもの実際の情動表出を捉えることは非常に重要である。一方
で，遠藤 (2013) が指摘しているように，表出 ( 行動 ) が確認されても，それが主観的情感や生理的変






出されたもの」なのかを区別することの難しさは多くの研究者が指摘するところである ( 遠藤 , 























の研究でも，年齢による差は見られていないものが多い（Cole, 1986; Garrett-Peters & Fox, 2007; 
Josephs, 1994; Simonds, Kieras, Rueda, & Rothbart, 2007; Tobin & Graziano, 2011）. Kromm, 
Färber, & Holodynski (2015) は，年齢による違いが見られないのは，実験手法上の問題であると指
摘している。具体的には，たとえ同じ場面であっても，一人一人「制御の意図の程度」に差があるこ
とに着目し，これまでの研究では「実際には表出を抑制しようとしていない子ども」を含めた分析に















Toner, Lewis, & Gribble (1979) は，3 〜 6歳児72名を年齢低群（38名，平均37.9 ヶ月）と年齢高群（37
名：平均58.9 ヶ月）に分け，遅延報酬を待つことができなくなり実験者を呼び戻すまでの時間につ
い て，両 群 の 間 で 差 が 見 ら れ な か っ た こ と を 報 告 し て い る。 ま た，Miller, Weinstein, & 


























るのが幼児期後期と言われている ( 佐藤，2007a; 2014)。幼児の情動表出の制御に関しても，幼児自












































ている（Campos et al., 1989）。しかし，情動理解に関する研究の多くは，情動の先行事象やその後


















































研究として，たとえば，Kromm et al.(2015) では，「みかけの情動の理解」をしている子どもは，「期
待外れのプレゼントをもらった場面」において，情動表出の制御を意図的に行っているという結果







木 (2005) は，4歳児から6歳児を対象に，①仮想場面 ( 対人葛藤状況 ) における自己抑制・自己主張 ( 理
解の側面 ) と，②実験課題における，「魅惑的な玩具に対する誘惑抵抗状況 ( 自己抑制状況 )」および







能の発達に関して，“Cool” な側面と “Hot” な側面に着目した研究が増えてきている（森口，2012）。
実行機能の “Cool” な側面は，認知的でより抽象的な問題解決に関わるものであり，“Hot” な側面は，
情動的で動機や衝動性などが関わる問題で必要とされる制御である（Hongwanishkul, Happaney, 
Lee, & Zelazo, 2005；森口 , 2012）。具体的には，“Cool” な実行機能は，ルールや規則性の理解に関
して，Go/Nogo 課題，Stroop 課題，Dimensional Change Card Sort 課題などによって測定される
ものであり，“Hot” な側面は，自分に直接関わる報酬や損失に関して，ギャンブリング課題や満足
遅延課題などによって測定されるものとされている（Hongwanishkul et al., 2005）。このように，実







　しかし，実行機能の “Cool” な側面と “Hot” な側面との関連は明らかにはなっていない点が多い。
認知的な理解である “Cool” な側面が，実際の “Hot” な場面における抑制を支えるということは十分
に考えられる。たとえば，Mischel（2015）は，満足遅延課題などにおける “Hot” な場面において，
衝動的な欲求から一時的に逃れるためには，「ほかの人ならどう行動するだろうか」と想像し，“Cool”






の課題と “Hot” な側面の課題を二つずつ実施し両者の関連について調べた Hongwanishkul et 























た。Darwin(1872) は，情動と表情の間には密接な対応関係が存在すると主張し，その後，Ekman & 
Friesen（1975）をはじめとした様々な研究から，表情にはすばやい情動が表されることが明らかに
されてきた。
　表情を分析する方法として広く知られているものに，FACS(Facial Action Coding System) 法と
AFFEX(System for Identifying Affect Expression by Holistic Judgment) 法とがある。これらは，









ものであると言える ( 藤井 , 2010)。
　具体的な研究には，中澤 (2010) のように，実験室において，特定の情動を喚起させるための映像




















































年報04山本信氏_三[41-64].indd   52 令和1/06/13   18:25:22
―　　―53
 東北大学大学院教育学研究科研究年報　第67集・第2号（2019年）
でも，本節では，「仮想場面 ( 理解 )」と「実験場面・日常場面 ( 実際の表出 )」における違い，そして，「実
験場面 ( 統制された場での表出 )」と「日常場面 ( 対人的なやりとりも含む一連の流れの中での表出 )」
の二点について論じていく。
　第一に，「仮想場面」と「実験場面」での情動表出の比較について，その違いを明らかにした
Parker et al.(2001)，鈴木 (2005) の指摘や，仮想場面で得られた結果が，現実の場面での実際の行動
とどのくらいの整合性があるのかということへの疑問 ( 桂田 , 2015) からは，情動表出とその制御に
関して，必ずしも子どもの「理解」が，そのまま「実際の ( 制御も含めた ) 表出行動」に反映されてい
るとは言い切れないということを示している。董 ･ 本郷 (2009) も，自らの研究の結果を踏まえ，仮
想場面で測定される自己制御と実際の対人場面における幼児の自己制御の違いを明らかにする研究






















表出の制御 ( 抑制・増幅 ) は日常生活の中で観察されることが多いということが知られている ( 佐藤 , 
2014)。また，支援の実践現場においても，専門機関などでの “ 取り出し場面 ( 元の環境とは別の，
一定期間訓練や治療を重ねる場 )” における支援のあり方が近年見直されてきており ( 川田 , 2005)，
取り出し場面で行動を形成して，保育場面に汎化する発想で支援することは事態の本質を見誤るこ










上の限界がある ( 近藤 , 2014)。たとえば，戸田 ･ 高野 (2004) の研究において，評価者が観察により
得た子どもの自己抑制に関する「全体的な印象」と，チェックリストによる自己抑制についての「評
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	 The purpose of the present study was to review the previous studies on regulation of 
emotional expression in childhood while focusing on “understanding” of regulation of emotional 
expression and regulation of emotion expression in “real” situations. The main results were as 
follows: (1) There remain problems to be addressed in using various indices while focusing on 
multiple aspects of emotion in the studies that observes emotion expression in real situations; (2) 
The details were not examined about the relationship between understanding of emotional 
regulation and regulation of emotional expression in real situations; (3) In order to examine the 
developmental process and mechanism of development of regulation of emotional expression, it is 
necessary to consider various factors such as “ability to control facial expression” and the relation 
between other possible factors in addition to “understanding” of regulation of emotional 
expression.
Keywords： regulation of emotional expression, understanding of emotional expression and 
emotional expression in real situation, ability to control facial expression, childhood
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